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はじめに

本書はMIRACLE LINUXをWindowsのファイルサーバおよびドメインコントローラ（PDC,BDC）として利用する場合の構築ガイドです。

なお対象とする環境とソフトウェアは以下の通りです。

· OS：MIRACLE LINUX V3.0

· Windowsファイルサーバソフト：Samba 3.0 （3.0.10以降を前提）
Sambaがドメインコントローラとして稼働していることが前提となります。
Windowsドメインのメンバとして稼働している場合（Winbind機能を利用している場合）は本手引きの対象とはなりません。

· ディレクトリサーバ：OpenLDAP 2.1
（ユーザ情報はすべてLDAPに格納されることが前提です）
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1. 導入前の準備

まず最初にファイルサーバ構築前の準備事項を確認します。

1.1. MIRACLE LINUXのインストール

まずオペレーティングシステムとしてMIRACLE LINUX V3.0（またはそれ以降）をインストールします。パーティションの設定は以下の点に注意して行って下さい。

· Windowsと同様のACL（アクセスコントロールリスト）を使う場合は共有とするディレクトリはXFSでフォーマットしてください。

· １００ＧＢを超えるパーティションはXFSかReiserFSでフォーマットしてください。

· インストール時には１ＴＢ（１０２４ＧＢ）を超えるディスクをインストーラは認識できません。
ＯＳ部分は１ＴＢ以内のディスクにインストールし、ＯＳインストール完了後１ＴＢを超えるディスクの設定をfdisk等で行って下さい。

· オンラインでボリューム拡張したい場合やスナップショット（ボリュームシャドーコピー）を利用したい場合は、まずはLVM（論理ボリュームマネージャ）パーティションを作成し、XFSでフォーマットしてください。

· スナップショット（ボリュームシャドーコピー）を利用する場合は、共有単位でXFSパーティションを割り付ける必要があります。

· スワップ領域は最低でも５００MBは確保し、実メモリサイズの約２倍を目安として下さい。
実メモリサイズが２ＧＢを超える場合は、実メモリサイズ分は確保下さい。

· /varはダンプやログが採取される場所なので容量は十分余裕を見て下さい。

1.2. RPMパッケージの確認

インストールメニューですべてを選択していない場合は、以下のRPMパッケージが入っているか確認下さい。

· 必須モジュール

· Samba 3.0

· samba

· samba-common

· samba-server

· samba-swat

· OpenLDAP

· samba openldap
· openldap-clients
· openldap-server
· nss_ldap
· smbldap-tools

· Perl

· perl-ldap
· perl-Authen-SASL 

· perl-Convert-ASN1 

· perl-IO-Socket-SSL 

· perl-Net-SSLeay 

· perl-XML-NamespaceSupport 

· perl-XML-SAX 
· オプションモジュール

· PDFライターを利用する場合

· samba-pdfwriter（インストールCDではなく、DeveloperCDに入っています）

· ghostscript

· ファイル検索機能を利用する場合

· samba-findfile（インストールCDではなく、DeveloperCDに入っています）

· apache

· namazu

· chasen

1.3. あらかじめ決めておくパラメータ

さっそく設定に入りますが、設定に入る前に以下のパラメータを決定して下さい。

· NetBIOSドメイン名
Windowsのドメイン名に相当するNetBIOSのドメイン名（ピリオドを含まない英大文字と数字で１５バイトまで、ホスト名やユーザ名、グループ名、既存のドメイン名と重複しないこと）
例）MIRACLELINUX
間違った例）miraclelinux.com（ピリオドを含んでいる、英子文字、文字数オーバー）

· DNSドメイン名
複数のピリオド（．）で区切られたDNSドメイン名（大文字・小文字区別なし）
DNSがない場合は、LOCALやlocaldomainとしても構いません。
例）miraclelinux.com 
       sales.local
間違った例）MIRACLELINUX（ピリオドを含んでいない）

· 管理者のアカウントとパスワード
Windowsでは通常管理者として、Administratorというアカウントが１つだけ用意されていますが、LinuxではLDAPサーバの管理者とSamba（Windows）ドメインの管理者は別なアカウントを設定できます。ここではWindowsとの互換性と容易性を考え、LDAPとSambaで同一の管理者を設定する方法を解説します。
（LDAPを利用する場合、このアカウントはrootなどのように/etc/passwdやNISに登録されているアカウントを使ってはいけません。）
そのためこのアカウントとパスワードはLDAP（slapd.confとデータベースの中）、Samba(smb.confとsecret.tdb)、smbldap-toolsの設定ファイルと５カ所に設定されるので変更する際はすべて変更する必要があるので操作順序を含めて注意下さい。（運用手引き書を参照）
例）Administrator     （英大文字や小文字の区別なし、英文字で始まる英数字で指定）
Manager                      （特殊記号．や＠：は使用しないこと）
間違った例）rootやsys（すでに/etc/passwdに登録があるものは不可）
sys.manager     （ピリオドを含まないこと）

· ゲスト接続のためのゲストアカウント
ゲスト接続だけでなく、ブラウジングなどにも利用されるアカウントなので必ず用意する必要があります。（必ずしもパスワードを設定する必要はありません）
このアカウントもLDAPを利用する場合はnobodyなどのように/etc/passwdやNISに登録されているアカウントを使ってはいけません。
例）Guest     （英大文字や小文字の区別なし、英文字で始まる英数字で指定）
others                      （特殊記号．や＠：は使用しないこと）
間違った例）nobody（すでに/etc/passwdに登録があるものは不可）
guset.domain     （ピリオドを含まないこと）

本解説書では以下のパラメータを使って解説しますので、ユーザの環境に合わせて変更して下さい。

	パラメータ
	解説例
	ユーザ設定

	NetBIOSドメイン名
	MIRACLELINUX
	

	DNSドメイン名
	miraclelinux.com
	

	管理者アカウント
	Administrator
	

	管理者パスワード
	pwdadmin

（本来パスワードは英大文字・小文字・数字を取り混ぜてもっと複雑にすべきです）
	

	ゲストアカウント
	Guest
	


2. OpenLDAPの設定

OpenLDAPの設定は/etc/openldap/slapd.confに編集して行います。

ここではSambaでPDCを構築するためだけの設定に特化しますので、解説しない詳細な設定方法に関しては以下や一般書籍などを参照して下さい。

· OpenLDAP管理者ガイド
http://www5f.biglobe.ne.jp/~inachi/openldap/index.html
· MIRACLE LINUX V3.0 サーバー構築・運用ガイド
（製品に同梱）

· Red Hat Enterprise Linux 3 リファレンスガイド
http://www.jp.redhat.com/support/doc/
· Red Hat Linux 参照ガイド
http://www.jp.redhat.com/manual/Doc9/rhl-rg-ja-9/ch-ldap.html
SambaでWindowsドメイン環境を構築するには最低以下の設定を行います。

2.1. /etc/openldap/slapd.conf の設定

図１にslapd.confの設定例を載せます。

	#

# /etc/openldap/slapd.conf

#

include /etc/openldap/schema/core.schema

include /etc/openldap/schema/cosine.schema

include /etc/openldap/schema/inetorgperson.schema

include /etc/openldap/schema/nis.schema

include /etc/openldap/schema/samba.schema

database  ldbm

directory /var/lib/ldap

suffix "dc=miraclelinux,dc=com"

rootdn "uid=Administrator,ou=Users,dc=miraclelinux,dc=com"

rootpw pwdadmin
index   objectClass,uidNumber,gidNumber,uid,sambaSID,cn,memberuid eq

access to attr=userPassword by anonymous auth by * none

access to attr=sambaLMPassword,sambaNTPassword,sambaPasswordHistory by * none

access to * by * read


図１．/etc/openldap/slapd.conf の設定例

ユーザが変更すべき図１のパラメータは、suffix , rootdn , rootpw の３つだけですが、パラメータの意味は以下の通りです。

· includeパラメータ
スキーマ定義を読み込ませます。
Sambaのスキーマを利用するためにはslapd.conf ファイルの中に以下の行を追加します。
                     include        /etc/openldap/schema/samba.schema

· suffixパラメータ
ベース・サフィックスを指定します。
これはユーザが自由に設定することができますが、通常ピリオド（．）で区切られたDNSドメイン名をdc=で区切って使用します。

ベース・サフィックスの例）

· DNSドメイン名が、miraclelinux.comの場合
suffix "dc=miraclelinux,dc=com"

· DNSドメイン名がなく、NetBIOSドメイン名がSALESの場合
suffix "dc=sales,dc=local"

· 間違った指定例
suffix "dc=miraclelinux.com"     （．ピリオドを使ってはいけません）
suffix "dc=sales"     （，カンマで区切られていません）

ここでdcはDomain Componentを意味しています。

dc以外のou:Organization Unitや c:country,o:organizationは指定しないでください。
（dc以外を利用するとsmbldap-toolsが動作しないことがあります）


· rootdnパラメータ
LDAPサーバの管理者のDN(Distinguished Name：識別名)を指定します。
先ほど決めた管理者を含んだ以下のような文字列を指定します。

・uid=管理者アカウント,ou=Users,ベースサフィックス

なお管理者DNを含むユーザDNには、英大文字、英子文字の区別はありません。

管理者DNの例）

・ rootdn "uid=Administrator,ou=Users,dc=miraclelinux,dc=com"

· rootpwパラメータ

LDAPサーバーの管理者パスワードを設定します。

設定例）

rootpw = pwdadmin
最初の導入の時はそのままのパスワードを指定しますが、smbldap-toolsで初期データを投入後、以下のコマンドでAdministratorのパスワードを設定したらrootpwの行を削除します。

実行例）

# smbldap-passwd.pl Administrator
· indexパラメータ

LDAPのアクセスを高速にするための索引フィールドを指定する。

Sambaを利用するときは以下が推奨になります。

index   objectClass,uidNumber,gidNumber,uid,sambaSID,cn,memberuid eq

· accessパラメータ

一般ユーザでも他ユーザ一覧を取れるようにし、しかしパスワードは見られないようにするためにアクセス制御をかけます。

設定が終了したら、以下のようにOpenLDAPデーモンを起動させます。

	# service ldap start


うまく起動したらシステム起動時に自動的に動くように以下を設定します。

	# chkconfig ldap on


2.2. NSSとPAMの設定

LDAPに登録されたユーザをLinuxのユーザとして認識させるために、NSS（ネームサービス スイッチ）とPAM（プラガブル認証モジュール）の設定を行う必要があります。

· NSSの設定ファイル
/etc/nsswitc.conf

· PAMの設定ファイル
/etc/pam.d/system-auth

· NSSとPAM両モジュールが参照する設定ファイル
/etc/ldap.conf

MIRACLE LINUXの場合、authconfigコマンドで上記ファイルの設定ができます。
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図 2‑1 authconfigによるNSS設定
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図 2‑2  authconfigによるPAM設定
authconfigコマンドではLDAPサーバのIPアドレスやホスト名を指定しますが、ここではSambaサーバとLDAPサーバを同じマシンで動作させるので、LDAPサーバを（localhostではなく）127.0.0.1として設定します。

また、authconfigに加え、/etc/nsswitch.conf の以下の行に修正を加えて下さい。

	№
	/etc/nsswitch.confの内容

	1

2

3
	passwd:     files ldap winbind
group:      files ldap winbind

hosts:      files dns wins


＜修正内容＞

№１，２：他のドメインと信頼関係を結ぶ場合は、winbindの設定を加えて下さい。

№３：Linux上でWINSサーバによるホスト名（NetBIOS名）の名前解決（IPアドレスの参照）が可能になるように必ず指定して下さい。
3. Sambaの設定

SambaサーバをLDAPを利用するドメインコントローラとして起動するにはsmb.confに以下の項目を設定します。（下記以外のものはSWATのドキュメント等を参照して下さい）

●domain logons
SambaをPDCまたはBDCのドメインコントローラにするには、domain logons = Yesとします。

このパラメータを指定した場合は、以下のパラメータも指定する必要があります。

	パラメータ
	意味
	PDCの場合
	BDCの場合
	その他の場合

	domain logons
	ドメインコントローラにする
	yes
	yes
	no

	os level
	ﾛｰｶﾙﾏｽﾀﾌﾞﾗｳｻﾞになる優先度
	64
	32
	20

	preferred master
	ﾛｰｶﾙﾏｽﾀﾌﾞﾗｳｻﾞになれるか
	yes
	yes
	no

	domain master
	ﾄﾞﾒｲﾝﾏｽﾀﾌﾞﾗｳｻﾞになるか
	yes
	no
	no


●wins support
PDCでは原則wins support = Yesとします。

そしてすべてのWindowsクライアントおよびBDCがPDCのWINSサーバを参照するように設定します。

現状Samba3.0ではWINSの複製機能が利用できないので、別なドメインのWINSサーバを利用する場合のみNoとして、wins serverで別なサーバを指定します。

●passdb backend=ldapsam:ldap://サーバ名

LDAPサーバが稼働しているホスト名を指定します。

ldapsamだけを指定するとLDAPサーバとしてlocalhost（同一マシン）を参照します。

●ldap suffix

アカウント検索のためのDN(Distinguished Name)を指定します。

これは/etc/openldap/slapd.confで指定したsuffixパラメータと同じものを指定しますが、クォーテーション（”または’）で囲まないようにしてください。

例）ldap suffix=dc=miraclelinux,dc=com
間違った例）ldap suffix="dc=miraclelinux,dc=com" 

これとあわせて以下も指定します。（これらもクォーテーションで囲まないこと。先のsuffixはつける必要はない。）


ldap machine suffix = ou=Computers


ldap user suffix = ou=Users


ldap group suffix = ou=Groups
●ldap admin dn
LDAP管理者のDNを指定しま。これは/etc/openldap/slapd.confに指定したrootdnパラメータと同一とします。（これもクォーテーションで囲まないこと。）

また、この管理者のパスワードは以下のsmbpasswdコマンドで設定します。

smbpasswd -w パスワード

例）ldap admin dn = uid=Administrator,ou=Users,dc=miraclelinux,dc=com
●guest account

ゲスト接続時に使用するアカウントを指定します。

デフォルトはnobodyですが、これはすでに/etc/passwdに登録されているので、LDAPに登録される別なユーザを指定します。

●admin users, printer admin
admin usersで指定された管理者ユーザはSambaサーバにアクセスする時、rootと同じuid=0でアクセスできます。これはWindowsクライアントをドメインに参加させる時に使用するアカウントとして必要になりますし、GUIによるユーザ管理や共有管理をする場合も必要になります。

ただし、このユーザで共有にアクセスするとroot所有のファイルを削除／変更することが可能ですし、ファイルを作成するとrootの所有権でファイルが作成されるので注意下さい。

通常Administratorを指定します、専用のアカウントやグループ（＠で指定）を作成し、それを登録することもできます。

printer adminはプリンタ管理者を意味し、同様にAdministratorなどを登録する。

例）admin users = Administrator @miracleadmins

●ldap passwd sync = Yes
Sambaのパスワードを変更したときに、LDAPにあるOSのパスワードも同時に変更する場合は、ldap passwd sync = Yesとします。

原則このパラメータを利用するときはunix password sync=yesやpam password change=yesとしてはいけません。（デフォルトのNoのままとします）

以下にsmb.confの設定例を載せます。

SambaをPDC,BDCとして動かすには[NETLOGON]共有や[profiles]共有が必要であるので環境に応じて作成してください。

	[global]

  dos charset = CP932

  unix charset = EUCJP-MS

  display charset = EUCJP-MS

  workgroup = MIRACLELINUX

  passdb backend = ldapsam

  guest account = Guest

  domain logons = Yes

  os level = 64

  preferred master = Yes

  domain master = Yes

  wins support = Yes

  ldap suffix = dc=miraclelinux,dc=com

  ldap machine suffix = ou=Computers

  ldap user suffix = ou=Users

  ldap group suffix = ou=Groups

  ldap admin dn = uid=Administrator,ou=Users,dc=miraclelinux,dc=com

  ldap passwd sync = Yes

  admin users = administrator

  printer admin = administrator

  dos filemode = Yes

  dos filetimes = Yes

  dos filetime resolution = Yes

  add user script = /usr/sbin/smbldap-useradd.pl -m '%u'

  delete user script = /usr/sbin/smbldap-userdel.pl -r '%u'

  add group script = /usr/sbin/smbldap-groupadd.pl -p '%g'

  delete group script = /usr/sbin/smbldap-groupdel.pl '%g'

  add user to group script = /usr/sbin/smbldap-groupmod.pl -m '%u'  '%g'

  delete user from group script = /usr/sbin/smbldap-groupmod.pl -x '%u' '%g'

  set primary group script = /usr/sbin/smbldap-usermod.pl -g '%g' '%u'

  add machine script = /usr/sbin/smbldap-useradd.pl -w  '%u'

  add share command = /usr/lib/samba/bin/addshare.pl

  delete share command = /usr/lib/samba/bin/delshare.pl

  change share command = /usr/lib/samba/bin/chgshare.pl

[C$]

  path = /

  valid users = administrator

  write list = administrator

[homes]

  read only = No

  browseable = No

[NETLOGON]

  comment = Script for Domain Logon

  path = /var/samba/netlogon

  write list = administrator

[profiles]

  path = /var/samba/profiles

  read only = No

  profile acls = yes

  create mask = 0600

  directory mask = 0700

  browseable = No

[printers]

  comment = All Printers

  path = /var/spool/samba

  printable = Yes

  browseable = No

[print$]

  path = /var/samba/printer

  write list = administrator


設定が完了したら、ldap admin dnパラメータのところでも述べましたが、LDAP管理者のパスワードをsmbpasswdコマンドで設定します。

	# smbpasswd -w LDAP管理者のパスワード


例）# smbpasswd -w pwdadmin
· 注１）この時点ではまだSambaを起動させないで下さい。

4. smbldap-toolsの設定

LDAPへのデータ登録は通常LDIF(LDAP Data Interchange Format)ファイルを用意し、ldapaddコマンドで登録するのですが、いちいちLDIFファイルを作成するのは面倒です。

そこでMIRACLE LINUXにはLDAPサーバへの初期データ投入やユーザ登録をコマンドで管理するsmbldap-toolsを標準で搭載しています。

smbldap-toolsは以下のファイルやコマンドを提供します。

＜smbldap-toolsの一覧＞

	ファイル名またはコマンド名
	内容または用途

	/etc/samba/smbldap_conf.pm
	LDAPサーバやSambaのデフォルト設定を記述するファイル

	smbldap-populate.pl
	LDAPサーバへの初期データ投入を行う

	smbldap-useradd.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsユーザ アカウントを追加する

	smbldap-userdel.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsユーザ アカウントを削除する

	smbldap-usermod.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsユーザ アカウントを変更する

	smbldap-usershow.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsユーザ アカウント情報を表示する

	smbldap-passwd.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsユーザのパスワードを設定／変更する

	smbldap-groupadd.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsのグループを追加する

	smbldap-groupdel.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsのグループを削除する

	smbldap-groupmod.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsのグループを変更する

	smbldap-groupshow.pl
	UNIX/LinuxおよびSamba/Windowsのグループを表示する


smbldap-toolsを使用する前に、/etc/samba/smbldap_config.pm の以下の行を環境に合わせて変更する必要があります。

●$SID
SambaサーバのSID（Windowsセキュリティ識別子）を指定します。

この値は、PDC上でnet getlocalsid コマンドを実行することによって得られます。

（BDCではSIDはPDCと同じものを使用する）

例）$SID='S-1-5-21-103792960-564375116-1680390820';
もし、net getlocalsid コマンドがエラーになってSIDが表示されない場合は、無視してサンプルで設定してある値をそのまま使って、後述のsmbldap-populate.plを実行後、SIDが表示されるのを確認してから、再実行します。

●$slaveLDAP

LDAPスレーブ（検索用）サーバのアドレスを指定します。

PDCの場合（localhostではなく）127.0.0.1を指定します。

●$masterLDAP

LDAPマスタ（更新用）サーバのアドレスを指定します。

PDCの場合（localhostではなく）127.0.0.1を指定します。

●$suffix

slapd.confに指定したsuffixパラメータと同じものを指定します。

●$binddn

slapd.confに指定したrootdnパラメータと同じものを指定します。

（ou=Usersを付けるのを忘れないようにして下さい）

●$bindpasswd

slapd.confに指定したrootpwパラメータと同じものを指定します。

（slappasswdコマンドでハッシュしたものは利用できません）

●$_userSmbHome

ユーザホームのデフォルト値を指定します。

●$_userProfile

ユーザプロファイルのデフォルト値を指定します。

●$_userHomeDrive
ユーザホーム ドライブのデフォルト値を指定します。

5. LDAPサーバへの初期データ投入

これで一通り設定は終わりましたが、Sambaを起動する前に以下のコマンドを実行し、LDAPサーバへ初期データを投入する必要があります。

	# smbldap-populate.pl –a Administrator –b Guest


引数の–aにはslapd.confとsmb.confで説明した管理者アカウント名を指定します。

-b にはsmb.confのところで説明したゲスト接続時に使用するアカウントを指定します。

このコマンドを実行することでLDAPの中に管理者アカウント、ゲストアカウント、ビルトイングループ、ドメイングループなどが作成されます。

もしエラーが発生し、正常にデータ投入できない場合は、smbldap_config.pm の修正をよく確認してください。smbldap-toolsの設定のところで説明しましたが、もし、$SIDが表示されなくて仮のSIDを使った場合やLDAPの設定を誤ってしまいデータを初期化するときは以下のようにLDAPデータを削除して下さい。

	# service ldap stop

# rm /var/lib/ldap/*

# service ldap start


上記でLDAPのデータは消えてしまうのでsmbldap-populate.plコマンドを再実行して下さい。

初期データ投入がうまくいったらドメイン管理者アカウント（Administrator）のパスワードを設定します。

PDCマシン上でrootになり、以下を１度だけ実行します。

	# smbldap-passwd.pl Administrator


slapd.confの説明のところでも解説しましたが、ここではrootpwパラメータと同じパスワードを設定し、設定完了後slapd.confのrootpwパラメータを削除します。

6. Sambaの起動

LDAPに初期データが投入できたら、以下のコマンドでSambaを起動します。

	# service smb start


起動できたかは

	# service smb status


または

	# nmblookup –A localhost


で確認します。

起動が確認できない場合は、/var/log/samba/にエラーログが出力されるので、内容を調査し、対処を行います。

うまく起動したらシステム起動時に自動的に動くように以下を設定します。

	# chkconfig smb on


ユーザ／グループの追加や共有の作成等については運用手引き書を参照下さい。

7. BDC（バックアップドメインコントローラ）の構築

前章まではSambaのPDC（プライマリドメインコントローラ）の構築手順を解説してきましたが、

■LDAPの複製（スレーブサーバの構築）

さてSambaによるPDC構築の動作が確認できたら、次はBDCを構築しよう。BDCを配置することでPDC障害時でも認証可能になるし、負荷分散にもなる。特に広域ネットワークで１つのドメインを構築する場合は、中央にPDCを配置して、各拠点にBDCを配置するのが良いだろう。

ではまずBDC構築にあたってLDAPの複製設定方法を順に解説する。

(1)PDCマシンのLDAPサーバを停止する。

# service ldap stop

(2) PDCマシンからLDAPの設定ファイルとデータファイルをコピーする。

たとえばscpコマンドをコマンド使う場合は以下のようにする。（PDCのホスト名をpdc,BDCのホスト名をbdcとする。またrootユーザでscpを実行可能にするには/etc/ssh/sshd_configで””” PermitRootLogin yes “となっている必要がある）

# scp pdc:/etc/openldap/* bdc:/etc/openldap/

# scp pdc:/var/lib/ldap/* bdc:/var/lib/ldap

 (3) BDCマシンにコピーしてきたデータファイルの持ち主をldapに変更する。

# chown ldap:ldap /var/lib/ldap/*

(4) PDCのslapd.confに図１２の修正を加える。

replica hostでスレーブとなるBDCマシンのIPアドレスを指定する。

図１２

(5) BDCのslapd.confに図１３の修正を加える。

updaterefでマスターとなるPDCマシンのIPアドレスを指定する。

図１３

(6) PDCマシン、BDCマシンの順にLDAPサーバを立ち上げる。

# service ldap start
(7) smbldap-toolsの設定ファイル/etc/samba/smbldap_config.pm を修正

$masterLDAPにPDCマシンのIPアドレスを$slaveLDAPにBDCのIPアドレスを設定する。

PDC側でユーザやグループを追加し、BDC側で参照できるか確認しよう。

■BDCの構築
続いてBDCの構築だ。

(1) PDCの/etc/samba/smb.confをBDCにコピーする。

# scp pdc:/etc/samba/* bdc:/etc/samba/

（上記でsmbldap-toolsの設定もコピーされる）

(2) BDCの/etc/samba/smb.confを図１４の部分だけ修正

(3) net rpc getsidを実行し、PDCとBDCのドメインSIDを同期させる。

(4) BDCのSambaサーバを起動させる。

(5) net getlocalsidでPDCとBDCのドメインSIDが同じになっていることを確認する。

以上でPDC、BDCのドメインコントローラの構築が完了だ。

細かなドメインサーバの運用方法などは第６回で補足解説しよう。

次回はNTドメインからの移行方法を解説する。


